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印された箇所をみよう（資料図 1. 図 2. 参照）。第一冊「第七課　民族　不侵略別国、也不受別国侵
略」（他国を侵略せず、また他国の侵略を受けない。）、「第八課　大欺小　大人不可欺侮小孩。大国
不可欺侮小国」（大人は小児をいぢめてはいけない。大国は小国をいぢめるな。）、及び第二冊「第
 1　 沿線付属地は、鉄道を中心として幅 62 メートルの鉄道用地と駅周辺市街地、鉱山を含むとした。（「満洲国」
教育史研究会編「解説　第一巻　教育行政・政策 I」『「満洲・満洲国」教育資料集成Ⅰ』エムテイ出版、
1993 年、7 頁）。
















攻する実業課程の高校に特化し3、実業科目が 1-2 学年で 30％、3-4 学年で 53％を占めていた。ま
た、「満洲国」にとって日本語は新参者（日本人官吏・技術者・商売人・軍人・開拓民等）の言語
であったが、「日本語を国語の一つ」（他は満語［漢語］）と規定された。








 3　 満洲帝国民政部教育司『満洲帝国学事要覧』1940 には、各省・特別市のすべての国民高等学校にカッコ付き
の農科、工科、商科、水産を付している。
 4　 勅令第 69 号、1938 年 1 月 1 日より施行。








 7　 「日満一徳一心」を体得させるため、1940 年皇帝溥儀の 2 回目の訪日から帰国後、各学校の校庭に「建国神




　1941 年 12 月 8 日のアジア・太平洋戦争勃発により、日本本土、植民地の教育は戦争協力体制に









　① 　陳丕忠　男性　1927 年生まれ　1997.8 北京にて聞き取り  








ながら働いた。1942 年 3-4 月の二か月、毎週戦争のための道路を作りに行った。
　③ 　楊増志  男性　1918 年生まれ　2015.10 大連にて聞き取り  
1933 年奉天の満鉄系の南満中学堂に入学した。教師は全部日本人、学生は中国人だけ。1938
年建国大学第一期生として入学。新入生は毎年 150 人。内訳は日本人 75 人、中国人 45 人、




　④ 　陳 彩章　女性　1929 年生まれ　1993.3 広州にて聞き取り  
1935 年から 4 年間ハルピンの工程街初級小学校で日本語、中国語、算数、体育、図画、音楽
を習った。その後 2 年間の国民優級学校では国民道徳、大東亜戦争の時事を習った。国民道徳
の時間には日満一徳一心、日満親善、大東亜共栄圏などについて勉強した。1943 年にハルピ












































図 1.　「排日教材」（一） 図 2.　「排日教材」（二）
表 1.　「満洲国」中等教育教育課程表 表 2.　「満洲国」初等教育教育課程表
